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常任委員会活動報告常任委員会活動報告
　次のとおり、各常任委員会が開催され協議をしました。

〇総務厚生委員会
　　開 催 日　令和３年３月２３日（火）
　　協議内容　・町内の新型コロナウイルスワクチン接種について
　　　　　　　・意見交換会について

〇文教委員会
　　開 催 日　令和３年３月２４日（水）
　　協議内容　・熊野町総合教育会議について　
　　　　　　　・その他：意見交換会について

〇産業建設委員会
　　開 催 日　令和３年３月１８日（木）
　　協議内容　・意見交換会について
　　　　　　　・その他

　議員在職25年以上として、山吹富邦議員が　広島県町村議会議長会から、また、議員在職15年
以上として、大瀬戸宏樹議員が　全国町村議会議長会からそれぞれ表彰を受けられました。
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　第５弾は「人口減少対策」です。このことについては、これまで多くの議員が質問してきました。国
の推計では、令和12年に約19,700人、令和42年には約12,200人となる見込みです。この人口減
少に本町ではどう対応するのかをたずねました。

　平成28年３月に策定した「熊野町人口ビジョン」では、令和２年の目標人口を23,800人とし、人
口減少対策として、「将来も本町に住み続けたい」という希望の実現や、若い世代の本町への移住推進
などに取り組んできました。

　令和２年度の国勢調査人口は、22,844人（速報値）となっており、目標人口を956人下回っています。
　このように、急速な人口減少に歯止めがかかっていないことから、令和２年10月に「熊野町人口ビ
ジョン」を改定し、新たな将来展望に基づく施策を推進していきます。

移住体験施設の整備
（くまの･こども夢プラザ内）

将来展望（人口ビジョン）を
実現するための２つの視点

基本視点
①町民の定住及び町外の方の移住に関する希望を実現します。
②若い世代の出産、子育てに関する希望を実現します。

「住むならくまの」定住応援助成金 アクセス道路の改良、
企業誘致・雇用の創出

など

改定後の熊野町の人口の将来展望（人口ビジョン） 　令和２年10月に改定した将来展望
（人口ビジョン）では、令和12年の目
標人口を21,000人とし、令和42年
まで15,000人台の維持をめざします。
　将来展望を実現するため、2つの基本
視点を設定し、「第２期熊野町まち・ひ
と・しごと創生総合戦略」を策定し、次
の施策について重点的に取り組みます。
（１）豊かな人づくり
（２）暮らしの安心・安全づくり
（３）協働の地域づくり
（４）確かな地域ブランドづくり
（５）本町におけるSociety5.0
　　 社会の実現

永年の功績により受賞！永年の功績により受賞！ ～自治功労者等表彰～～自治功労者等表彰～

▲大瀬戸　宏樹 議員 ▲山吹　富邦 議員
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